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平成２７年度９月補正予算 

 

 

 

１ 予算の概要 

○○福福井井ふふるるささとと元元気気宣宣言言にに基基づづくく施施策策のの充充実実  

１ 元気な社会 

・県内大学等による学生確保・県内定着促進 

・子どもを安心して育てられる環境づくり 

２ 元気な産業 

・ふくいオープンイノベーション推進機構の強化 

・幸福度日本一福井の魅力発信強化 

３ 元気な県土 

・北陸新幹線埋蔵文化財調査等の促進 

４ 元気な県政 

・本県文化財の歴史的価値向上 

 

２ 予算の規模 

 一般会計の９月補正予算の規模     ３６億円 

この結果、一般会計の予算現計  ４，８５８億円（対前年度比0.1％減） 
（単位：億円、％）

２７年度

（①－②）

① ② ③ （③／②）

億円 億円 億円 億円 億円 億円 ％

一般会計 4,590 233 36 4,858 4,862 △4 △0.1 

特別会計 120 6 126 121 5 3.6 

企業会計 351 5 356 382 △26 △6.8 

計 5,061 244 36 5,340 5,365 △25 △0.5 

会計区分
２６年度
９月現計

伸 び 率
当初予算 ９月補正 ９月現計６月補正

増　減

 

ふるさと人材の育成や子育て環境の整備などの人口減少対策の追加や北陸新幹線

整備の促進等、福井ふるさと元気宣言の施策をさらに充実するために必要な予算

を計上 
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平　成　２　７　年　度　９　月　補　正　予　算　概　要

１　予算規模 （単位：千円、％）

会 計 区 分 ９ 月 現 計 Ｂ Ａ / Ｂ × 100

既 決 予 算 ９ 月 補 正 計 Ａ 最 終 Ｃ Ａ / Ｃ × 100

486,249,209 99.9

一 般 会 計 482,231,888 3,561,502 485,793,390 462,854,460 105.0

12,138,494 103.6

特 別 会 計 12,577,173 0 12,577,173 13,062,393 96.3

38,237,178 93.2

企 業 会 計 35,619,557 0 35,619,557 38,657,587 92.1

536,624,881 99.5

計 530,428,618 3,561,502 533,990,120 514,574,440 103.8

２　補正予算の財源内訳 （単位：千円）

国 支 出 金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

一 般 会 計 3,561,502 1,487,526 0 2,073,976

特 別 会 計 0 0

平 成 ２ ７ 年 度 予 算 平成２６年度予算 伸 率

会計区分 補 正 予 算 額
財 源 内 訳

特 別 会 計 0 0

企 業 会 計 0 0

計 3,561,502 1,487,526 0 2,073,976
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１　一　般　会　計

( 1 ) 歳 入 ( 款 別 内 訳 ) （単位：千円、％）

区　分 伸 率

９ 月 現 計 Ｂ A/B×100

款　別 既 決 予 算 ９月補正予算 計 Ａ 最 終 Ｃ A/C×100

91,344,995 18.8 113.5

103,697,975 21.5 103,697,975 21.3 93,446,816 20.2 111.0

地 方消 費税
18,481,609 3.8 148.9

清 算 金
27,512,883 5.7 27,512,883 5.7 19,014,490 4.1 144.7

16,019,566 3.3 97.7

15,654,386 3.2 15,654,386 3.2 16,784,040 3.6 93.3

地 方 特 例
254,613 0.1 99.2

交 付 金
252,499 0.1 252,499 0.1 253,136 0.1 99.7

134,100,000 27.5 99.6

133,600,000 27.7 133,600,000 27.5 134,203,615 29.0 99.6

交通安全対策
300,000 0.1 100.0

特 別交 付金
300,000 0.1 300,000 0.1 300,000 0.1 100.0

分担金および
5,241,374 1.1 78.1

負 担 金
4,092,765 0.8 4,092,765 0.8 4,102,907 0.9 99.8

使用料および
4,461,730 0.9 114.3

手 数 料
5,097,652 1.1 5,097,652 1.0 4,397,260 1.0 115.9

構成比

平 成 ２ ６ 年 度 予 算平 成 ２ ７ 年 度 予 算

構成比 構成比

( 1 ) 県 税

( 2 )

( 3 ) 地 方譲 与税

( 4 )

( 5 ) 地 方交 付税

( 6 )

( 7 )

( 8 )

5,097,652 1.1 5,097,652 1.0 4,397,260 1.0 115.9

75,401,697 15.5 97.8

72,247,280 15.0 1,487,526 73,734,806 15.2 80,845,921 17.5 91.2

828,621 0.2 100.7

832,817 0.2 1,285 834,102 0.2 1,335,364 0.3 62.5

11,000 0.0 269.1

19,500 0.0 10,100 29,600 0.0 44,483 0.0 66.5

24,410,847 5.0 86.1

21,781,247 4.5 △759,132 21,022,115 4.3 18,067,232 3.9 116.4

3,278,283 0.7 104.4

1,000,000 0.2 2,423,392 3,423,392 0.7 3,278,283 0.7 104.4

52,164,874 10.7 72.3

37,298,884 7.7 398,331 37,697,215 7.8 28,968,913 6.2 130.1

59,950,000 12.3 98.2

58,844,000 12.2 0 58,844,000 12.1 57,812,000 12.4 101.8

30,950,000 6.4 109.8

33,974,000 7.0 33,974,000 7.0 27,974,000 6.0 121.4

臨 時 財 政
29,000,000 5.9 85.8

対 策 債
24,870,000 5.2 24,870,000 5.1 29,838,000 6.4 83.4

486,249,209 100.0 99.9

482,231,888 100.0 3,561,502 485,793,390 100.0 462,854,460 100.0 105.0

( 9 ) 国 庫支 出金

( 10 ) 財 産 収 入

( 11 ) 寄 附 金

( 12 ) 繰 入 金

( 13 ) 繰 越 金

通 常 分

合 計

( 14 ) 諸 収 入

( 15 ) 県 債
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( 2 ) 歳 出 ( 款 別 内 訳 ) （単位：千円、％）

区　分 伸 率

９ 月 現 計 Ｂ A/B×100

款　別 既 決 予 算 ９月補正予算 計 Ａ 最 終 Ｃ A/C×100

1,029,100 0.2 97.7

1,005,573 0.2 1,005,573 0.2 977,888 0.2 102.8

46,692,378 9.6 91.4

42,299,772 8.8 357,721 42,657,493 8.8 45,689,741 9.9 93.4

40,502,603 8.3 101.5

40,706,754 8.4 397,719 41,104,473 8.5 41,534,632 9.0 99.0

22,901,935 4.7 105.3

23,297,130 4.8 827,597 24,124,727 5.0 23,064,796 5.0 104.6

3,069,978 0.6 64.6

1,983,122 0.4 1,983,122 0.4 2,567,575 0.5 77.2

32,902,298 6.8 102.0

31,746,839 6.6 1,804,903 33,551,742 6.9 34,893,873 7.5 96.2

50,628,732 10.4 71.3

36,003,107 7.5 100,445 36,103,552 7.4 28,409,046 6.1 127.1

56,878,335 11.7 99.8

56,757,606 11.8 56,757,606 11.7 56,916,061 12.3 99.7

22,319,491 4.6 103.0

22,971,095 4.7 13,982 22,985,077 4.7 22,143,101 4.8 103.8

97,001,336 20.0 103.8

100,636,178 20.9 59,135 100,695,313 20.7 96,994,778 21.0 103.8

4,735,849 1.0 88.1

4,174,351 0.9 4,174,351 0.9 1,984,647 0.4 210.3

84,042,307 17.3 101.6

85,396,240 17.7 85,396,240 17.6 83,093,259 18.0 102.8

22,844,867 4.7 151.3

34,554,121 7.2 34,554,121 7.1 23,885,063 5.2 144.7

700,000 0.1 100.0

700,000 0.1 700,000 0.1 700,000 0.1 100.0

486,249,209 100.0 99.9

482,231,888 100.0 3,561,502 485,793,390 100.0 462,854,460 100.0 105.0

平 成 ２ ６ 年 度 予 算

構成比

平 成 ２ ７ 年 度 予 算

構成比 構成比

合 計

( 1 ) 議 会 費

( 2 ) 総 務 費

( 3 ) 民 生 費

( 4 ) 衛 生 費

( 5 ) 労 働 費

( 6 ) 農 林水 産費

( 7 ) 商 工 費

( 8 ) 土 木 費

( 9 ) 警 察 費

( 10 ) 教 育 費

( 11 ) 災 害復 旧費

( 12 ) 公 債 費

( 13 ) 諸 支 出 金

( 14 ) 予 備 費
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( 3 ) 歳 出 ( 性 質 別 内 訳 ) （単位：千円、％）

区　分 伸 率

９ 月 現 計 Ｂ A/B×100

性質別 既 決 予 算 ９月補正予算 計 Ａ 最 終 Ｃ A/C×100

228,914,639 47.0 101.7

232,802,654 48.3 3,243 232,805,897 47.9 227,476,120 49.2 102.3

116,385,502 23.9 101.8

　　 　 118,486,235 24.6 118,486,235 24.4 115,999,057 25.1 102.1

28,928,644 5.9 101.3

29,292,167 6.1 3,243 29,295,410 6.0 28,826,024 6.2 101.6

83,600,493 17.2 101.7

85,024,252 17.6 85,024,252 17.5 82,651,039 17.9 102.9

106,664,321 21.9 96.0

101,909,279 21.1 456,830 102,366,109 21.1 103,872,248 22.4 98.6

50,703,185 10.4 97.1

49,057,550 10.2 172,888 49,230,438 10.2 51,625,635 11.2 95.4

43,323,095 8.9 95.5

41,203,308 8.5 167,942 41,371,250 8.5 41,840,912 9.0 98.9

国 直 轄 事 業
7,254,804 1.5 95.1

負 担 金
6,897,603 1.4 6,897,603 1.4 7,790,223 1.7 88.5

584,532 0.1 108.5

平 成 ２ ６ 年 度 予 算

構成比

平 成 ２ ７ 年 度 予 算

構成比 構成比

義 務 的 経 費

人 件 費

扶 助 費

公 債 費

投 資 的 経 費

補 助 事 業

単 独 事 業

受 託 事 業

518,465 0.1 116,000 634,465 0.1 627,013 0.1 101.2

4,798,705 1.0 88.2

4,232,353 0.9 4,232,353 0.9 1,988,465 0.4 212.8

150,670,249 31.1 100.0

147,519,955 30.6 3,101,429 150,621,384 31.0 131,506,092 28.4 114.5

21,656,074 4.6 101.1

21,696,699 4.5 206,002 21,902,701 4.5 21,474,998 4.6 102.0

4,221,655 0.9 88.6

3,729,269 0.8 9,053 3,738,322 0.8 3,590,216 0.8 104.1

62,338,245 12.8 126.5

77,447,672 16.1 1,411,897 78,859,569 16.2 64,250,901 13.9 122.7

46,323,089 9.5 67.5

31,258,050 6.5 31,258,050 6.5 23,263,126 5.0 134.4

7,249,566 1.5 100.8

7,297,545 1.5 10,000 7,307,545 1.5 7,500,309 1.6 97.4

8,181,620 1.7 83.8

5,390,720 1.1 1,464,477 6,855,197 1.4 10,726,542 2.4 63.9

700,000 0.1 100.0

700,000 0.1 700,000 0.1 700,000 0.1 100.0

486,249,209 100.0 99.9

482,231,888 100.0 3,561,502 485,793,390 100.0 462,854,460 100.0 105.0

補 助 費 等

貸付金出資金

繰 出 金

積 立 金

予 備 費

合 計

受 託 事 業

災害復旧事業

その他行政経費

物 件 費

維 持 補 修 費
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～ 事業内容の見方について ～ 

 

 

１ 事業名称の先頭に 

 

 「」とあるのは、新規事業です。 

 

 「」とあるのは、事業内容の拡充を行った事業です。 

 

 

２ 項目の欄に 

 

「（施策番号○○○○）」とあるのは、各種事業を体系的に整理するために付与した番号です。 

（例 Ｐ１ ◇進学・就職の地元志向にインセンティブ（施策番号１０１２） ） 
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福井ふるさと元気宣言の実現  

 

福井ふるさと元気宣言の実現 

 

１ 元気な社会 

 

（１）人口減少に歯止めをかける徹底戦略 

 

◇進学・就職の地元志向にインセンティブ（施策番号１０１２） 

 

 県内大学生等の定着促進事業                  （総務部大学・私学振興課） 15,000

  県内大学等が行う学生の定着促進事業（学生の確保、県内就職の促進等）を支援します。 

  補助対象 県内大学、短大、高専 

  補助基準額 ３００万円以内／事業 

        入学者数や県内定着者数の拡大実績に応じ増額 

[ － ]

 

 

 県外出身高校生の確保等促進事業                （総務部大学・私学振興課） 制度創設

  私立高校が行う県外出身生徒の確保およびその県内定着を図る事業を支援します。 

  事業内容  県外からの生徒受入に対する支援 

        県外出身生徒の県内就職や県内大学等への進学促進に対する支援 

[40,000]

 

 

 大学連携センター（仮称）開設準備事業            （総務部大学・私学振興課） 6,100

 県内５大学と県が組織する設置委員会による大学連携センター（仮称）の開設準備等に

対し支援します。 

事業内容 大学連携センター開設準備およびＰＲ動画作成 

[ － ]

 

 

◇日本一の「結婚・子育て応援社会」（施策番号１０１３） 

 

 保育所施設整備補助事業                     （健康福祉部子ども家庭課） 170,992

  民間保育所の整備に助成し、子どもを安心して育てることができる環境づくりをさらに

進めます。 

  補助対象 民間保育所 ５箇所追加（９施設 → １４施設） 

  補 助 率 県１／２ （市町１／４ 設置者１／４） 

  財  源 安心こども基金 

[709,701]

 

 

（２）福井から人材育成 

 

◇「ふるさと」を思うグローバル人材教育（施策番号１０２１） 

 

 児童科学館リニューアル事業                  （健康福祉部子ども家庭課） 40,647

  科学の現象を生活体験や実感に基づいて理解できる体験も取り入れた展示内容へとリニ

ューアルします。 

  事業内容 展示更新工事、キャノピー設置 

  事業期間 ２７～２８年度 

  全体事業費 約６億円 

[29,000]

 

予 算 額 
[27年度6月現計] 

（単位：千円） 
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福井ふるさと元気宣言の実現  

 

 

◇「福井型１８年教育」の進化（施策番号１０２２） 

 

 教育研究所移転整備事業      （部局連携：教育庁学校教育政策課、教育振興課、総務部人事企画課） 8,759

  全国トップクラスの学力をさらに向上させるため、教育研究所を移転し、研究・研修機

能を強化します。移転先施設には、３月に閉校する春江工業高校を利用し、耐震性の低い

自治研修所も移転します。 

  事業内容 春江工業高校の改修工事実施設計 

  事業期間 ２７～２８年度 

  全体事業費 約５億円 

[3,627]

 

 

  福井フューチャーマイスター事業     （部局連携：教育庁高校教育課、総務部大学・私学振興課） 5,500

  県内職業系高校生のスキルアップのため、制度検討会における意見も踏まえ、県内企業

が求める専門資格取得を支援し、資格取得やコンクール等に対する意欲向上を図ります。 

  事業内容  企業が求める専門資格の取得を支援 

  補 助 率 ２／３（一般資格の場合は １／２） 

[1,042]

 

 

（３）先進的な医療と福祉、健康長寿のふるさと貢献 

 

◇県民の健康サポート・システム（施策番号１０３２） 

 

 

 

（５）豊かな環境、すぐれた風景を次の世代に 

 

◇元気な里山里海湖（施策番号１０５１） 

 

 「年縞」活用推進事業                      （安全環境部自然環境課） 39,800

  地質学的年代測定の世界標準である水月湖「年縞」を教育・観光に活用するため、年縞

研究展示施設の整備を進め、国内外における年縞研究推進につなげます。 

  事業内容 立命館大学と共同研究を実施 

       研究の推進を図る分析用機器の整備 

[47,760]

 

 

 地域医療介護総合確保基金の積立                       （健康福祉部地域医療課）  571,345

  地域包括ケアシステムの構築や在宅医療の充実などに活用するため、２６年度に設置し

た地域医療介護総合確保基金を積み増しします。 

  造 成 額 約３１億円（２６年度からの累計。うち２０億円を活用済み） 

  財  源 医療介護提供体制改革推進交付金 等（国２／３ 県１／３） 

[1,660,830]
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福井ふるさと元気宣言の実現  

 

２ 元気な産業 

 

（６）革新と創造で伸びゆく福井の企業 

 

◇福井発の「ローカル産業革命」（施策番号２０６１） 

 

 サンドーム福井管理棟再整備事業              （産業労働部地域産業・技術振興課） 22,800

  サンドーム福井にデザインセンターの機能を移設するとともに、若手職人等の人材育成、

県産品の展示・販売等を行うスペースを整備し、伝統工芸産業等の振興につなげます。 

  事業内容 施設整備の実施設計（基本設計は２６年度実施済） 

[ － ]

 

 

  研究開発プロフェッショナル人材設置事業        （産業労働部地域産業・技術振興課） 27,975

  商品開発を加速させるため、「ふくいオープンイノベーション推進機構」に県外大手企業

とネットワークを持つ人材を配置し、大型共同研究プロジェクトの推進を図ります。 

  事業内容 県外大手企業と連携した研究プロジェクトの調整・管理 等  

  財  源 国１０／１０ 

[ － ]

 

 

（７）「農」・「林」・「漁」業を意欲と誇りの総合産業へ 

 

◇「食料産業」パワーアップ（施策番号２０７１） 

 

 地域農業確立支援事業                          （農林水産部生産振興課） 908,755

  農地集積を進める地域における農地の出し手に対して、農地中間管理機構への貸付実績

に応じた協力金を交付します。 

  交付対象 機構へ自作地を貸し付けた農業者 １，８００戸 

        単価 ３０万円～／戸 

     機構へまとまった農地を貸し付けた地域 ６０地域 

単価 ２万円～／１０ａ 

財  源 農業構造改革支援基金 

[431,868]

 

 

（８）高速交通時代にブランド・観光オンリーワン戦略 

 

◇「幸福日本一・福井」の新ブランド戦略（施策番号２０８１） 

 

  幕末明治１５０年福井の偉人発信プロジェクト事業      （観光営業部ブランド営業課） 10,719

 幕末明治１５０年に向け、近代日本の幕開けに活躍した本県出身偉人の功績を県内外に

発信するとともに、大河ドラマの誘致活動を実施します。 

  事業内容 明治新政府の基本方針「五箇条の御誓文」の草案起草者である由利公正な 

       ど幕末明治の偉人の功績を普及するイベントの開催 

       都内における幕末明治の福井展などおよび他県との連携イベントの開催 

[ － ]
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福井ふるさと元気宣言の実現  

 

 

  「幸福度日本一ふくい」発見・発信事業 
                    （総合政策部政策推進課、ふるさと県民局若者・定住支援課） 

2,700

[ － ]

  「幸福度日本一」を象徴するヒト、モノ、場所、事柄などを県民から募集し、磨き上げ

て見える化し、全国に発信することにより、交流人口、定住人口の増加につなげます。 

  事業内容 身近に感じ、体験した幸せを県民から募集 

       専門家のアドバイスにより「幸福度日本一」の象徴を選定し、磨き上げ、

全国に発信 

 

 

３ 元気な県土 

 

（９）美しい県土、楽しく便利なまちの形成 

 

◇高速交通ネットワークの完結促進（施策番号３０９２） 

 

 北陸新幹線埋蔵文化財発掘調査事業              （総合政策部新幹線建設推進課） 116,000

  新幹線の事業用地における埋蔵文化財調査を鉄道・運輸機構から受託して進めます。 

  事業内容 福井城跡豊島地区（城の橋通り～足羽川）に続き、中央地区（福井駅東口

～城の橋通り）の埋蔵文化財発掘調査の準備工事 

  事業期間 ２５年度～ 

  財  源 鉄道・運輸機構からの受託事業収入 

[197,000]

 

 

  小松空港利用促進事業                  （総合政策部交通まちづくり課） 4,500

  小松空港における羽田便の利用促進を図るため、石川県や航空会社等と連携して、

両県でキャンペーンを実施します。 

  事 業 内 容 キャンペーン参加企業に対して駐車場無料券など特典を提供 

  実 施 主 体 小松空港協議会 

  補助対象経費 ＰＲや利用特典などキャンペーンに係る経費 

[ － ]

 

 

４ 元気な県政 

 

（１１）国体の成功と「スポーツ福井」の実現、文化・芸術

を身近に 
 

◇日本のふるさと・ピースフル（Peaceful）福井（施策番号４１１４） 

 

  丸岡城国宝化推進事業                   （教育庁生涯学習・文化財課） 1,874

 最古の建築様式を持つ丸岡城について、坂井市が行う建築年代の調査等を支援し、国宝

指定を目指します。 

  事業内容 調査研究委員会の設置 

建築時期特定のための科学的年代測定調査 

古文書や全国の城郭等建造物の比較調査 等 

  実施主体 坂井市 

  補 助 率 県１／２ 

[ － ]
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予算額（千円）

平成２７年度
９月補正予算額

福井ふるさと元気宣言の実現 ┬ １ 元気な社会 ┬ １ 人口減少に歯止めをかける徹底戦略 ┬ １ 進学・就職の地元志向にインセンティブ ― 21,100 1012 総務部

│ │ └ ２ 日本一の「結婚・子育て応援社会」 ― 170,992 1013 健康福祉部

│ │ 　

│ ├ ２ 福井から人材育成 ┬ １ 「ふるさと」を思うグローバル人材教育 ― 40,647 1021 健康福祉部

平成２７年度９月補正予算主要事業（施策別・予算額一覧）

施策番号 所管部局名

資料ＮＯ．１－3

│ │ └ ２ 「福井型１８年教育」の進化 ― 14,259 1022 総務部、教育庁

│ │

│ ├
３ 先進的な医療と福祉、健康長寿のふるさと
貢献

― １ 県民の健康サポート・システム ― 571,345 1032 健康福祉部

│ │

│ └ ５ 豊かな環境、すぐれた風景を次の世代に ― １ 元気な里山里海湖 ― 39,800 1051 安全環境部

│

├ ２ 元気な産業 ┬ ６ 革新と創造で伸びゆく福井の企業 ― １ 福井発の「ローカル産業革命」 ― 50,775 2061 産業労働部

│ │

│ ├
７ 「農」・「林」・「漁」業を意欲と誇りの総合産
業へ

― １ 「食料産業」をパワーアップ ― 908,755 2071 農林水産部

│ │

│ └
８ 高速交通時代にブランド・観光オンリーワン
戦略

― １ 「幸福日本一・福井」の新ブランド戦略 ― 13,419 2081 総合政策部、観光営業部

│

├ ３ 元気な県土 ― ９ 美しい県土、楽しく便利なまちの形成 ― １ 高速交通ネットワークの完結促進 ― 120,500 3092 総合政策部

│

└ ４ 元気な県政 ―
１１ 国体の成功と「スポーツ福井」の実現、
　　文化・芸術を身近に

― １ 日本のふるさと・ピースフル（Peaceful）福井 ― 1,874 4114 教育庁



資料ＮＯ.１－４ 

平成２７年度 
９月補正予算 

 
 
 
 
 

福 井 県                



一般会計の９月補正予算の規模     ３６億円 
 

この結果、一般会計の予算現計  ４，８５８億円 （対前年度比０．１％減） 
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平成２７年度９月補正予算の規模 

会計区分 当初予算 ６月補正 ９月補正 ９月現計

① ② ③

億円 億円 億円 億円 億円 億円 ％

一般会計 ４，５９０ ２３３ ３６ ４，８５８ ４，８６２ △４ △０．１

特別会計 １２０ ６ １２６ １２１ ５ ３．６

企業会計 ３５１ ５ ３５６ ３８２ △２６ △６．８

計 ５，０６１ ２４４ ３６ ５，３４０ ５，３６５ △２５ △０．５

２６年度
９月現計

増減
（①－②）

伸び率
（③／②）

２７年度



 県内大学生等の定着促進事業 （15百万円） 

・県内大学等（５大学、２短大、１高専）は、 

 入学者のうち県内就職率が高い県内出身者が 

 約６０％に留まり、卒業時には約４０％の 

 学生が県外へ就職 

・各大学等が行う学生の定着に向けた事業を支援 

 ＜入学時＞ 

   嶺南でのオープンキャンパスの実施など学生確保のための事業 

 ＜就職時＞ 

   大学独自のインターンシップの実施など県内就職促進のための事業 

・２８年度以降は、各大学等の入学者や県内定着者の増加実績に応じ増額 

 １  元気な社会 
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入学者数 約2,900人 うち県内出身者数 約1,700人 

就職者数 約2,100人 うち県内就職者数 約1,200人 

・県内大学等が行う学生の定着に向けた事業を支援することにより、若年層の社会減 

 を抑制       

【オープンキャンパス】 



・私立高校が行う県外出身生徒の確保およびその県内定着を図る活動を支援 

 ＜入学時＞ 

   県外からの生徒受け入れ実績に対する支援 

 ＜進学・就職時＞ 

   県外生徒の地元就職者、地元大学等への進学者の増加実績に対する支援 

 県外出身高校生の確保等促進事業（制度創設） 

・私立高校において、全入学者の約１０％を占める 

 県外出身の生徒は、高校卒業後ほとんどが県外へ 

 進学・就職 
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私立高校入学者数 2,104人 うち県外出身の入学者数 202人(27年4月入学) 

県外出身の卒業者数  98人 うち県内進学・就職者数  7人(27年3月卒業) 

・県内のみならず県外からの生徒確保および県内大学等への進学や県内就職を促進 

 するため、私立学校が行う活動を支援（２８年４月の入学者数等に応じて２８年度 

 から支援） 

【インターンシップの様子】 



 児童科学館リニューアル事業 （41百万円） 

＜展示エリアのリニューアル内容＞ 

 ・高い吹き抜け空間を活かし、福井と世界をつなげるダイナミックな映像空間の整備 

 ・７つのテーマ設定に基づき、科学の現象を理解できる展示物の整備 

  （展示アイテム例）「ボールハネルウォール」…投げたボールの軌跡を壁面に表示し 

            物体の違いによる動きの違いを確かめる（全国初の展示） 

 ・参加型科学実験室「コミュニケーション・ラボ」の整備 

  （実験例）「身近なもので色々な構造の橋をつくろう」、「化学繊維をつくろう」 
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【リニューアルコンセプト】 

 ・宇宙、自然や人の暮らしに対する関心を高める 

  観覧型の展示内容から、科学の現象を生活体験 

  や実感に基づいて理解できる参加型展示内容へ 

  と改修 

 【吹き抜け空間を活かしたダイナミックな映像空間 】 

【ボールハネルウォール】 



【教育研究所の機能強化】 

 ・全国トップクラスの学力をさらに向上させるため、 

  研究・研修のパワーアップを図る 

  ＜具体的内容＞ 

    福井の教育力を映像、展示などにより全国に発信 

    小学校英語の教科化や大学入試制度改革など新たな課題に対応した指導力強化 

    退職教員による若手教員への研修強化 

 教育研究所移転整備事業 （9百万円） 

【実践型集合研修の風景】 
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・２８年３月に閉校となる春江工業高校を利用 
 

・耐震工事が必要な自治研修所もあわせて移転 
 

 <改修スケジュール> 

   （H27）改修工事実施設計 （H28）改修工事、施設整備 



 福井フューチャーマイスター事業 （6百万円） 

【技能検定（旋盤）実技試験】 
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・企業が求める専門資格について、受検料の２／３または１／２を助成し、取得促進 

    ＜資格例＞農業：日本農業技術検定、工業：技能検定（旋盤等）、商業：簿記検定、家庭：秘書検定、 

        水産：小型船舶操縦士、福祉：介護福祉士 

        （1/2補助：乙種４類危険物取扱者、国内旅行地理検定3級） 

【福井フューチャーマイスター制度】（１０月以降に創設） 

 ・制度検討会や企業アンケートなどをもとに、 

  資格取得、コンクール、コンテスト、企業実習 

  および部活動等の成績を得点化 

 ・合計点数に応じグレード認定（ゴールド、 

  シルバー、ブロンズ）し、就職試験に活用 



 「年縞」活用推進事業 （40百万円） 

【年縞コアの調査】 

 ・年代測定に用いられるデータは年縞に 

  含まれる葉の化石が基になっており 

  約１７０年程度の誤差あり   

【水月湖年縞】 

 ・水月湖年縞のデータを基にした年代測定 
  の「ものさし」が世界中で活用 
      日本最古のヒトの全身骨格である港川人の年代較正 

             約18千年前 → 約20千年前 

      日本最古の縄文式土器の年代較正 

      約16,900年前 → 約16,652年前 

立命館大学との共同研究を行い、

どの年代にも含まれる花粉を分析

することにより、誤差を約５０年

程度に縮小、「ものさし」の高精

度化を図る 
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・立命館大学との共同研究に必要な資機材の整備 

  水月湖年縞からレーザー光線により花粉を抽出する技術を確立 



デザインセンター 

【管理棟再整備イメージ】 

作業エリア 多目的エリア 食堂 
１Ｆ 

２Ｆ 

 ２  元気な産業 

  サンドーム福井管理棟再整備事業 （23百万円） 

・サンドーム福井開館２０年を契機として、管理棟を伝統工芸産業等の人材育成拠点 

 として再整備 

・来場者の利便性、利用環境の改善を図り、利用者の増加につなげる 
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・管理棟再整備の実施設計 

 ＜整備内容＞ 

  デザインセンターの移設 

      総合的な相談窓口を設置し、デザインの 

   指導、助言等を実施    

  人材育成の拠点として整備 

   伝統工芸職人塾における実技講座や子どもを対象とした体験教室を実施 

  県産品の展示・販売、商談会等を開催できるスペースを整備 

  食堂、トイレ等の改修 



 幕末明治１５０年福井の偉人発信プロジェクト事業 （11百万円） 

・明治新政府の基本方針「五箇条の御誓文」の草案起草者である由利公正など 

 幕末明治の偉人の功績を普及するイベントの開催 

・都内における幕末明治の福井展および他県との連携イベントの開催 

 ・幕末明治１５０年（平成３０年）に向け、近代日本の幕開けに活躍した本県出身 

  偉人の功績等を県内外に発信し、誘客拡大や大河ドラマの誘致を目指す 
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【由利公正が著した「議事之体大意」】 【橋本左内】 【松平春嶽】 【由利公正】 



 小松空港利用促進事業（５百万円） 

 

 

 

 

・小松・羽田便ビジネス利用促進キャンペーンの実施 

  石川県、航空会社、北陸エアターミナルビルと協力し、キャンペーンを実施 

  小松・羽田便ビジネス利用促進キャンペーンに参加する企業を募集 

  参加企業に対して駐車場無料券などの特典を提供して利用を後押し 

 

 

 

【小松空港の現状】 

 ・北陸新幹線金沢開業の影響により小松・羽田便の利用客減少 

   （７月末現在 対前年同期比△３４．９％（６６万人→４３万人）） 

 ・ビジネス利用客を対象に、小松・羽田便の利用拡大を図る 

   （目標 ５４，０００人）    

【小松空港】  

 ３  元気な県土 
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 丸岡城国宝化推進事業 （2百万円） 

【ＡＬＴによる授業】 
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 ４  元気な県政 

 

【重要文化財「丸岡城」】 

・建築史や建造物等の専門家からなる調査研究委員会の設置 

・建築時期特定のため放射性炭素年代調査、年輪年代測定調査など科学的年代測定調査 

・建築史上の特徴を明らかにするための古文書や全国の城郭等建造物の比較調査     

【丸岡城の国宝指定】 

 ・坂井市と連携し、丸岡城の建築時期を特定する 

  調査等を実施し、国宝指定を目指す 

 

   ＜丸岡城の特徴＞ 

     現存する１２の城の１つ（国宝：５、重要文化財：７） 

     日本最古の建築様式を持ち１５７６年に柴田勝豊によって 

     築城されたといわれる 

     日本で唯一石瓦（笏谷石）の使用 


